
無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林

　茂
男

北
里
大
学
と
大
村
智
先
生

　
雪
国
・
魚
沼
圏
で
史
上
初
と
な
る
４
年

制
大
学
部
。
北
里
大
学
の
９
つ
目
の
新
学

部
「
健
康
科
学
部
」
が
今
春
、
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
里
大
学
と
い
え
ば
、ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・

医
学
賞
受
賞
者
で
特
別
栄
誉
教
授
、
大
村

智
先
生
の
存
在
は
あ
ま
り
に
有
名
で
、
ア

フ
リ
カ
や
中
南
米
の
人
々
を
悩
ま
せ
て
き

た
熱
帯
病
の
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
（
河
川
盲

目
症
）
を
中
南
米
で
根
絶
さ
せ
た
治
療
薬

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
開
発
者
。
も
う
生
ま

れ
来
る
子
ど
も
た
ち
に
失
明
の
恐
れ
は
な

い
と
い
う
、
黄
熱
病
に
挑
ん
だ
野
口
英
世

の
再
来
の
よ
う
な
方
で
す
。
一
方
、
先
生

は
女
子
美
術
大
学
の
名
誉
理
事
長
で
も
あ

り
、ご
出
身
の
山
梨
県
韮に

ら

崎さ
き

市
に
あ
る「
韮

崎
大
村
美
術
館
」
の
館
長
も
。
４
千
点
を

超
え
る
所
蔵
品
か
ら
女
性
作
家
61
人
の
作

品
97
点
を
お
借
り
し
、
学
部
開
設
と
市
制

施
行
20
周
年
を
祝
し
て
市
主
催
の
特
別
展

を
、
池
田
記
念
美
術
館
で
開
催
中
で
す
。
　

　
４
月
14
日
㈰
に
は
先
生
を
お
招
き
し
、

記
念
講
演
会
を
。
ご
一
緒
す
る
栄
に
浴
し

ま
し
た
が
、
御
年
89
歳
と
は
思
え
な
い
壮

健
さ
と
明め

い

晰せ
き

な
語
り
、
気
さ
く
で
ざ
っ
く

ば
ら
ん
、
し
か
し
眼
光
は
実
に
深
い
。
高

校
ま
で
打
ち
込
ん
だ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

は
県
内
１
位
、
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

に
も
。
そ
の
頃
は
将
来
「
研
究
者
に
な
る

と
は
全
く
思
わ
な
か
っ
た
よ
」、
自
ら
を

「
異
色
の
研
究
者
」
と
楽
し
そ
う
に
語
ら

れ
ま
し
た
。
生
家
は
農
家
で
長
男
。
進
学

な
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
盲
腸
手
術

後
の
病
床
で
本
を
む
さ
ぼ
り
読
む
息
子
の

姿
に
、
ご
尊
父
が
「
大
学
に
進
ん
で
も
い

い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
転
機
だ
っ

た
と
。
豊
か
と
は
い
え
な
い
実
家
、
弟
の

学
資
を
定
時
制
高
校
の
教
師
と
し
て
働
き

な
が
ら
支
え
た
が
、
定
時
制
教
師
は
昼
間

は
別
の
勉
強
が
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た

そ
う
で
「
１
日
を
２
倍
使
っ
た
」
と
も
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
学
術
研
究
の
道
と
は
違

う
芸
術
、
し
か
し
そ
の
中
に
女
性
作
家
を

通
じ
た
人
生
訓
や
探
求
心
な
ど
さ
ま
ざ
ま

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

終
了
後
、
聴
講
の
女
子
高
校
生
に
囲
ま
れ

て
う
れ
し
そ
う
に
答
え
ら
れ
て
い
た
先
生

の
言
葉
が
耳
に
。「
つ
ら
い
時
ど
う
乗
り

越
え
て
い
か
れ
た
の
で
す
か
」先
生
は「
明

日
は
絶
対
に
よ
く
な
る
と
い
う
信
念
。
ス

キ
ー
と
同
じ
、
死
ぬ
ほ
ど
苦
し
く
て
も
す

ば
ら
し
い
ゴ
ー
ル
が
あ
る
よ
ね
」、
そ
し

て「
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
」　

整
然
と
並
べ
ら
れ
た
展
示
場
の
絵
画
た
ち

が
話
し
出
す
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
特
別

展
は
５
月
17
日
㈮
ま
で
。
ぜ
ひ
。

　急に暑くなる初夏は、体が慣れていないため、
熱中症に注意が必要です。
　運動などをしていなくても、体からは１日約
2.5リットルの水分が失われます。
　室内でも熱中症になることがあり、高齢者や
乳幼児、病気にかかっている人は注意が必要で
す。体調不良のときも注意しましょう。

予防のポイント
・エアコンや扇風機、すだれなどを上手に使う
・こまめに水分をとる
・�屋外では気温に注意し、体を締め付けない涼しい
服装で、帽子や日傘を利用する
・作業中や外出時は適度に休憩を取り無理をしない
・�日ごろからバランスの取れた食事を１日３回とる。
特に朝食は抜かない
・�早めの就寝を心がけ寝不足にならないようにする
・�暑い時期になる前に適度に運動し、体力をつける

【問合せ】保健課　☎７７３・６８１１

夜間に困ったときは
電話相談　時19：00～翌朝8：00（毎日）
・新潟県救急医療電話相談　対15歳以上
　☎025・284・7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談　対15歳未満
　☎025・288・2525（＃8000でも可）
LINE「AI救急相談アプリ」
　LINEアプリで友だち追加し、チャット形式で
　救急医療の相談や緊急度の判定ができます。

休日・夜間救急 連絡先
・南魚沼市民病院 …………………… ☎788・1222
・魚沼基幹病院 ……………………… ☎777・3200
・齋藤記念病院（脳神経外科救急）  ☎773・5111

※詳しくは、市ウェブサイトを
　ご覧ください

熱中症を防ごう熱中症を防ごう

 健 康  健 康 ひろばひろば

救 急 医 療救 急 医 療

市報 みなみ魚沼　2024.5 36


